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「地域の和」
「市民の輪」を

更に強く

住みよいまちづくり

大和高田市長

吉田　誠克
大和高田市議会議長

沢田　洋子
　市民の皆さま、明けましておめでとうございます。
　年頭にあたり、皆さまのご健康、ご多幸を心よ
りお祈り申し上げます。
　大和高田市は、１９４８年（昭和23年）１月
１日、全国で２１７番目、奈良県下で２番目の
市として、市制を施行しました。当時の人口は、
３１，３３４人、市域9.9平方キロメートルでし
た。翌年には、高田川に桜が植えられ、保育所
や中央公民館ができました。
　そして、来年２０１８年１月１日、本市は市制
70周年を迎えます。現在、市域は16.48平方キ
ロメートル、人口は６６，８４４人（12月１日現
在）です。
　現在、本市のみならず多くの自治体が抱える
課題として、生活水準の向上や医療の発展に
より平均寿命が伸びたことによる、長寿社会が
あります。また、大和高田市の合計特殊出生率
（１人の女性が生涯で生む子どもの数）は、１．
２３（２００８年～２０１２年・厚生労働省発
表）と少子化に歯止めがかかりません。これによ
る人口減少とどう向き合っていくのか、先を見通
した行政判断が必要な時期を迎えています。
　そこで、大和高田市では、７０周年を記念し
て、本年を、市民皆さまと、さまざまな行事をと
おして、「地域の和」「市民の輪」を更に強くす
る年にしたいと考えます。この「和」と「輪」こそ
が、今後の大和高田市の発展へ、新たなスター
トを切る、大きな原動力「市民力」になるのでは
ないでしょうか。
　そのつながりの場、出会いの場、情報発信の
場として、昨年オープンした「市民交流センター
（コスモスプラザ）」を、ぜひご利用いただき、
元気の拠点として進めて参ります。
　市民皆さまと共に、歴史を振り返り、先人の努
力に感謝しつつ、今の、これからの大和高田市
を考えたいと思います。
　本年も、皆さまのより一層のお力添えをお願い
申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　新年、明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えの

ことと、心からお慶び申し上げますとともに、日

頃より市政に対する暖かいご理解とご協力を賜

り、厚くお礼申し上げます。

　市議会を代表いたしまして、謹んで新年のご

挨拶を申し上げます。

　昨年、夏季オリンピック・パラリンピック競技

大会がリオデジャネイロで開催され、日本人選

手も多くのメダルを獲得されました。いよいよ次

は東京での開催です。多くの日本人選手が自国

開催ということで、強い思いでオリンピック出場

をめざし、スタートされていることでしょう。

　さて、本年は酉年です。「酉」はもともと酒つ

ぼを意味し、収穫した果実から酒をつくるという

ことから、実りがある年とも言われています。

　市議会におきましても、議会での活動が皆さま

に伝わるよう、議会のあり方を考えるべく、検討

を重ねているところです。わかりやすく、開かれた

議会となるよう努めるとともに、市民の皆さま方と

の協働により、住んでよかったと実感できる、住

みよい大和高田市という実りをもたらせるよう、

本市の発展に努めていきたいと考えております。

　本年も相変わらぬご支援とご協力を賜ります

よう心からお願い申し上げますとともに、市民の

皆さまのご多幸をお祈りいたしまして、新年のご

挨拶といたします。
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次
号
か
ら
は
、昭
和
33
年
以
降
の
写
真
を
、

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。大
和
高
田
の
歴
史
を
、

一
緒
に
写
真
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
広
報
情
報
課　
内
線
２
７
３
〕

　

本
市
は
、平
成
30
年
１
月
１
日
に
、市
制
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
広
報
誌
や
ま
と
た
か
だ
で
は
、市
制

施
行
し
た
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）か
ら
を
振

り
返
り
、市
内
の
風
景
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

　

昭
和
23
年
の
市
制
施
行
を
記
念
し
て
、延
長
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
堤
防
に
、サ
ク
ラ
並
木
を
つ
く
る
計
画
を

た
て
ま
し
た
。青
年
団
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
手
で
、

１
、０
０
０
本
も
の
桜
の
木
が
、植
え
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
川
桜
の
植
樹（
昭
和
24
年
）

　

昭
和
７
年
か
ら
昭
和
29
年
ま
で
、高
田
川
の
付
け
替

え
工
事
を
行
い
ま
し
た
。当
時
、高
田
川
は
、現
在
の
県

道
大
和
高
田・
斑
鳩
線（
通
称
、中
央
道
路
）に
あ
り
ま
し

た
。高
田
川
に
は
橋
が
５
つ
あ
り
、撤
去
さ
れ
た
そ
の
場

所
に
は
、「
旧
高
田
川
5
橋
顕
彰
碑
」が
あ
り
ま
す
。大
雨

が
降
る
と
洪
水
が
お
こ
り
、困
っ
て
い
ま
し
た
。

高
田
川
の
付
け
替
え
工
事（
昭
和
26
年
）

大
和
高
田
市

70
年
の
歩
み

　

昭
和
33
年
、市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
、式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。写
真
は
、市
役
所
周
辺

（
当
時
の
市
役
所
は
現
在
の
北
本
町
に
あ
り

ま
し
た
）を
練
り
歩
く「
記
念
パ
レ
ー
ド
」の

よ
う
す
で
す
。た
く
さ
ん
の
人
で
、賑
わ
い
ま

し
た
。

市
制
10
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド（
昭
和
33
年
）

　
昭
和
28
年
10
月
に
開

院
し
ま
し
た
。当
時
の

市
民
病
院
は
、現
在
の

西
町（
現
在
、中
央
公
民

館
の
あ
る
場
所
）に
あ

り
ま
し
た
。診
療
科
目

は
、内
科
、外
科
、小
児

科
、産
婦
人
科
、放
射
線

科
の
５
科
が
あ
り
ま
し

た
。写
真
奥
に
見
え
る

高
田
川
に
は
昭
和
23
年

に
植
え
ら
れ
た
桜
が
見

え
ま
す
。

市
民
病
院
の
全
景（
昭
和
33
年
）
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教
育
委
員
会
表
彰

　
平
成
28
年
11
月
14
日
、教
育
の
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
６
名
と
１
団
体
が
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、高
田
美
術
協

会
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、特
に

書
道
の
部
門
に
お
い
て
、そ
の
創

作
活
動
と
後
進
の
指
導
に
尽
力

さ
れ
、本
市
芸
術
文
化
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
功
績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市

文
化
協
会
の
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、そ
の
後
理
事
と
し
て
管
理

運
営
に
参
加
さ
れ
、文
化
協
会
お

よ
び
本
市
文
化
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
役
員
、そ
の
後

会
長
と
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
発

展
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、社

会
教
育
委
員
も
務
め
ら
れ
、本
市

の
教
育
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

功
績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
テ
ニ

ス
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、そ
の
後

体
育
協
会
役
員
と
し
て
、本
市
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
並
び
に
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

佐々木 順久さん

正木 知彦さん

水本 一次さん

胡内 剋子さん

大和高田市立高田商業高等学校
男子ソフトテニス部

多
年
に
わ
た
り
、指
導
者・
運

営
者
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
活
動
に

携
わ
り
、運
動
の
活
性
化
お
よ
び

指
導
者
育
成
に
努
め
、本
市
の
青

少
年
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た

功
績大

和
高
田
市
青
少
年
補
導
員

と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
に
取

り
組
ま
れ
、そ
の
後
補
導
会
副
会

長
、会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽

力
さ
れ
、本
市
の
青
少
年
健
全
育

成
と
非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
た

功
績

猶原 秀和さん 栗牧 学さん

第
41
回
全
日
本
高
等
学
校
選

抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
の
３
年

ぶ
り
10
回
目
の
団
体
優
勝
や
、そ

の
他
の
大
会
に
お
い
て
も
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
功
績

秋
の
叙
勲
・

　
　 
褒
章

　

平
成
28
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
永
年
に
わ
た
り
、
各
々
の
分

野
で
尽
力
さ
れ
た
４
名
が
、
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

奥
本　

英
子
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

（
技
能
検
定
功
労
）

石
塚　

克
一
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

（
国
勢
調
査
功
労
）

⻆
埜　

安
信
さ
ん
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産
業
優
良
者
表
彰

商
工
業・農
業
の
各
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
、市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
が
、産
業
優
良
者
と
し
て
、平
成
28
年
11
月
22
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、今
後
、な
お一層
の
活
躍
を
期

待
し
て
、お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、商
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

●
商
業
優
良
者
表
彰

●
農
業
優
良
者
表
彰

仲 慧子さん

中川 基成さん

仲川 惠庸さん

栗本 康順さん

山下 栄行さん

川本 晃顯さん

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て

誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に
お
け

る
勤
務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
と

も
に
、職
務
に
対
す
る
努
力
が
他

の
模
範
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
表
彰

●
優
良
従
業
員
表
彰

成田 芳和さん松岡 弘機さん中井戸 資廣さん石之 博子さん

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
に

お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、農
業

の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

　

第
27
回
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
尽

力
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

（
防
衛
功
労
）

石
原　

憲
二
さ
ん

藍
綬
褒
章

（
児
童
福
祉
功
績
）

栗
木　

裕
幸
さ
ん
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区　分 第 1 次 試 験 第 2 次 試 験
日　時 平成29年1月29日㈰  午前9時から 平成29年2月中旬予定
場　所 大和高田市役所 大和高田市役所

試験の
対象と
種　類

● 全職種
　　①一般教養試験
　　②職場適応性検査
● 建築技術職、土木技術職、
　電気技術職、主任介護支援専門員、
　保育士・幼稚園教諭
　　③専門試験

● 全職種
　　①小論文
　　②個別面接

● 保育士・幼稚園教諭
　　③実技試験

合格発表
平成29年2月上旬予定
（合否にかかわらず
本人に通知します）

平成29年2月末ごろ
（合否にかかわらず
本人に通知します）

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
案
内

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度
採
用
予
定
者
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１．職種および試験区分、採用予定人員、受験資格など

２．試験の日時・場所・試験の種類および合格発表

職種および試験区分 採用予
定人員 受　　験　　資　　格

一 般 事 務 職
身体障がい者対象 

※１
2人 昭和62年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校

を卒業した人、または平成29年３月卒業見込みの人

建 築 技 術 職 1人
昭和52年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の建築専門課程を卒業した人、または平成29年3月
卒業見込みの人

土 木 技 術 職 5人
昭和52年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業した人、ま
たは平成29年3月卒業見込みの人

電 気 技 術 職 2人
昭和52年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の電気専門課程を卒業した人、または平成29年3月
卒業見込みの人

主任介護支援専門員 1人
昭和47年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士または看護師の
資格を有し、かつ主任介護支援専門員資格を有する人または平成
29年3月末日までに取得見込みの人

保育士・幼稚園教諭
※２ １人 昭和52年4月2日以降に生まれた人で、保育士資格並びに幼稚園教諭免

許の両方を有する人、又は平成29年3月末日までに両方取得見込みの人
　
「
短
期
大
学
」に
は
、高
等
専
門
学
校
お
よ
び
学
校
教

育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、修
業
年

限
が
2
年
以
上
で
あ
り
、か
つ
１
、６
０
０
時
間
以
上
の

授
業
の
履
修
を
義
務
付
け
て
い
る
課
程
で
あ
って
、当
該

履
修
の
成
果
が
授
業
科
目
の
目
標
に
達
し
て
い
る
こ
と

を
筆
記
試
験
、そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
、卒
業
の
要
件
と
す
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

※�

１　
「一般
事
務
職　
身
体
障
が
い
者
対
象
」の
受
験

資
格
に
つ
い
て
は
、上
記
の
受
験
資
格
を
有
す
る
と
と

も
に
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人
と
な
り
ま
す
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、そ
の
障
が
い
の

程
度
が
１
級
か
ら
６
級
の
人

②�

自
力
で
通
勤
で
き
、介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
人

③�

通
常
の
勤
務
時
間（
原
則
と
し
て
週
38
時
間
45
分
、

１
日
７
時
間
45
分
）に
対
応
で
き
る
人

④�

活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
、お
よ
び
口
述
に
よ
る
面

接
試
験
に
対
応
で
き
る
人

※�

２　
保
育
士・幼
稚
園
教
諭
は
、採
用
後
、市
立
の
保

育
所
、幼
稚
園
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
い
ず
れ
か

に
配
属
す
る
予
定
で
す
。

◎�
全
て
の
職
種
に
お
い
て
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

⑵�

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま

で
、ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
者

⑶�

大
和
高
田
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、そ
の
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

⑷�

日
本
国
憲
法
、ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

⑸�

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、在
留
資
格
に
お
い
て

就
職
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る
者

※�

合
否
に
つ
い
て
は
、大
和
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

※�

試
験
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、一切

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

※�

試
験
会
場
は
、大
和
高
田
市
役
所（
大
和
高
田
市
大
中

１
０
０
番
地
１ 

☎
０
７
４
５・22・１
１
０
１
）で
す
。
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試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
０
番
地
１

大
和
高
田
市
役
所　

企
画
政
策
部
人
事
課
内　
「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」

☎
22
・１
１
０
１（
内
線
２
１
２
・
２
１
３
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.yam
atotakada.nara.jp

）で
も
、採
用
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

３
．受
験
手
続

１
．申
込
書
の
交
付

　
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、大
和
高
田
市

役
所
人
事
課（
市
役
所
３
階
）で
交
付
し
ま
す
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

２
．受
付
期
間
お
よ
び
受
付
場
所

▽�

受
付
期
間　

平
成
29
年
１
月
５
日
㈭
か

ら
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
ま
で

　
（
土
日
、お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
郵
送
の
場
合
、

１
月
12
日
㈭
当
日
消
印
有
効
）

▽�

受
付
場
所　
大
和
高
田
市
役
所
３
階

　

�

人
事
課
内　

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試

験
委
員
会

※
持
参
の
場
合
は
、代
理
可

　

�

郵
送
の
場
合
は
、左
記
の
宛
て
先
ま
で
必

ず「
簡
易
書
留
」で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
送
付
先　
〒
６
３
５・８
５
１
１

　
大
和
高
田
市
大
中
１
０
０
番
地
１

　
大
和
高
田
市
役
所
人
事
課
内

　
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会

４
．提
出
書
類

　
（�

①
か
ら
③
は
全
職
種
と
も
必
要
と
な
り

ま
す
）

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

②�

写
真
２
枚（
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上

半
身
の
写
真（
縦
４㎝
×
横
３㎝
）で
、１
枚

は
申
込
書
に
貼
付
し
、も
う
１
枚
は
受
験

票
用
に
持
参
ま
た
は
同
封
）

③�

返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
：
23・
５
㎝
×

12・０㎝
）に
82
円
切
手
を
貼
付
し
、住
所

宛
名
を
書
い
た
も
の

※�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、大
和
高
田
市

職
員
採
用
試
験
委
員
会
が
指
定
す
る
期

第 1次試験
第 2次試験

不合格者（本人に限る）

総合得点
総合順位

合格通知の日から起算して２週間
大和高田市役所人事課

区分
試験

請求で
きる人

開示内容

開示期間
および
開示場所

日
ま
で
に
、左
記
の
書
類
の
提
出
を
求
め

ま
す
。

①
最
終
学
校
卒
業（
見
込
）証
明
書

②�

資
格
証
明
書・
免
許
証
の
写
し
、ま
た
は

取
得
見
込
証
明
書（
写
し
不
可
）

※�

主
任
介
護
支
援
専
門
員
、保
育
士・幼
稚

園
教
諭
の
受
験
者
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

※�一般
事
務
職（
身
体
障
が
い
者
対
象
）の
受

験
者
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

５
．試
験
結
果
の
開
示　

　
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、開
示
請
求
が
で

き
ま
す
。電
話
な
ど
に
よ
る
開
示
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、受
験
者
本
人
が
、受
験
票
と

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
持
って
、直
接
市
役
所
３
階

人
事
課
ま
で
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

開
示
時
間
は
、土
日
、祝
日
を
除
く
、午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

６
．合
格
か
ら
採
用
ま
で　

⑴�

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
し
、次
の
区
分
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

　
①�

採
用
予
定
者
…
平
成
29
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
し
ま
す
。

　
②�

採
用
候
補
者
…
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
欠

員
な
ど
が
生
じ
、補
充
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
き
に
限
り
採
用
し
ま
す
。

⑵�

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

⑶�

最
終
合
格
者
の
う
ち
、卒
業
見
込
み
の
人

が
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
で

き
な
か
っ
た
場
合
や
、免
許
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
み
の
人
が
、所
定
の
時
期
ま
で

に
こ
れ
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、そ

の
時
点
で
採
用
候
補
者
名
簿（
採
用
予
定

者
、採
用
候
補
者
）か
ら
抹
消
し
ま
す
。

⑷�

本
市
で
は
、採
用
試
験（
合
格
者
決
定
）を

適
正
に
行
う
た
め
、民
間
有
識
者
で
構
成

さ
れ
る「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
検

討・監
理
委
員
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

７
．給
与
に
つ
い
て

・�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
初
任
給

月
額
は
、大
卒
１
７
６
、７
０
０
円
、

短
大
卒
１
５
７
、３
０
０
円
、高
校
卒

１
４
４
、６
０
０
円
で
、他
に
地
域
手
当
、

扶
養
手
当
、住
居
手
当
、通
勤
手
当
、期

末・勤
勉
手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�一般
事
務
職（
身
体
障
が
い
者
対
象
）の
初

任
給
は
、高
校
卒
と
な
り
ま
す
。

・�

た
だ
し
、現
在
、市
の
財
政
健
全
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、一部
手
当
に
つ
い
て

は
、減
額
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

・�

な
お
、初
任
給
は
、採
用
前
の
経
歴
な
ど
に

応
じ
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

全
て
の
職
種
の
給
料
は
、行
政
職
給
料
表

を
適
用
し
ま
す
。

８
．そ
の
他

・�

申
込
書
の
記
載
事
項
、お
よ
び
提
出
書
類

に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、返
却
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
た
め
に
生
じ
た
申
込

の
遅
延
な
ど
に
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。受

験
手
続
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、お
よ
び
申
込
書

の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
に
は
、合
格
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・�

こ
の
試
験
に
関
す
る
提
出
書
類
は
、一切
返

却
し
ま
せ
ん
。な
お
、提
出
書
類
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、今
回

の
職
員
採
用
試
験
の
実
施
の
た
め
の
み
に

も
ち
い
、そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。ま
た
、大
和
高
田
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
、適
正
に
管
理
し
ま
す
。
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平
成
28
年
10
月
28
日
、大
和
高
田
市
公

平
委
員
の
宮
内
嵩
さ
ん
と
鹿
嶋
章
さ
ん

が
、永
年
の
功
労
に
よ
り
、公
平
委
員
会
制

度
65
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

宮
内
さ
ん
は
、平
成
15
年
に
大
和
高
田

市
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
、現
在
ま
で
13

年
間
、鹿
嶋
さ
ん
は
、平
成
17
年
に
大
和
高

田
市
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
、現
在
ま
で

11
年
間
に
わ
た
り
、市
職
員
の
勤
務
条
件

適
正
化
な
ど
の
公
平
委
員
会
業
務
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

 〔
企
画
法
制
課　
内
線
２
８
４
〕

総
務
大
臣
表
彰
　
宮
内 

嵩 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
鹿
嶋 

章 

さ
ん

ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
平
成
28
年
11
月
26
日
、中
央
公
民

館
で「
第
１
回
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
開
催
し
ま
し
た
。37
名
が
参
加

し
、４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て「
ま
ち
づ

く
り
の
タ
ネ
と
ネ
タ
」を
テ
ー
マ
に
、

市
内
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
討
論

し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、「
駅
か

ら
大
中
公
園
ま
で
の
遊
歩
道
の
整
備

が
必
要
」や「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
」な
ど
、活
発
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、1
月
28
日
㈯
午
後
１
時

に
、中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

〔
財
産
管
理
課　
内
線
２
２
８
〕

お
め
で
と
う  「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」受
賞

　

平
成
28
年
12
月
８
日
、平
成
28
年
度 

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、本
市
よ
り
優
秀
作
品
と
し
て
、次
の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
和
高
田
市
長
賞

　
片
塩
中
学
校
３
年　
南
谷
百
香
さ
ん

近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
長
賞

　
高
田
中
学
校
３
年　
藤
井
悠
未
さ
ん

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」は
、将
来
を
担
う
中

学
生
が
、税
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
作
文

に
し
ま
す
。税
に
関
心
を
持
ち
、ま
た
、正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 〔
税
務
課　
内
線
２
５
８
〕

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

「
緊
急
時　

あ
な
た
を
守
る　

１
１
０
番
」

　
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
、次
の
ポ
イ
ン
ト
を

正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
１
１
０
番
通
報
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・�

何
が
あ
っ
た
の
か（
交
通
事
故・泥
棒・け

ん
か
な
ど
）

・�

ど
こ
で
あ
っ
た
の
か（
住
所・近
く
の
目

印
な
ど
）

・�

い
つ
な
の
か（
た
っ
た
今・何
分
前
な
ど
）

・�

犯
人
は
ど
う
か（
特
徴・ど
ち
ら
へ
逃
げ

た
か
な
ど
）

・�

今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か（
事
件・事
故

の
様
子
な
ど
）

・�

あ
な
た
の
住
所・名
前・電
話
番
号（
携

帯
番
号
）

◎「
相
談
は  

安
心
ダ
イ
ヤ
ル  

♯
９
１
１
０
」

　

緊
急
時
以
外
の
要
望
・
相
談
・
苦
情
や

各
種
照
会
は
、警
察
相
談
専
用
電
話「
♯

９
１
１
０
番
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。事

件・事
故
発
生
時
に
、１
１
０
番
が
ス
ム
ー

ズ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。〔

高
田
警
察
署　

☎
22
・０
１
１
０
〕

１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

　
昭
和
24
年
1
月
26
日
、重
要
文
化
財
で

あ
る
法
隆
寺
の
十
二
面
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
か
ら
、こ
の
日
が
文
化
財
防
火
デ
ー

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
管
理
す
る
人
び
と
を

は
じ
め
、地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
の
防
火

に
努
め
、貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・０
１
１
９
〕

写真左から、藤井悠未さん、南谷百香さん
写真左から、鹿嶋さん、吉田市長、宮内さん、
公平委員の仲川さん
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◦�

幕
末
の
サ
バ
イ
バ
ル

も
と
じ
ろ
う 

マ
ン
ガ
／
朝
日
新
聞
出
版

◦�

十
一
月
の
扉高

楼 

方
子 

著
／
福
音
館
書
店

◦
し
ゅ
く
だ
い
と
び
ば
こ   

福
田 

岩
緒 

作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◦
シ
カ
の
し
ろ
ち
ゃ
ん  

岡
田 

よ
し
た
か 

絵
／
学
研
教
育
出
版

◦
く
う
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ     

わ
た
な
べ 

ゆ
う
こ 

絵
／
ポ
プ
ラ
社

◦「
鋼
の
メ
ン
タ
ル
」 

百
田 

尚
樹 

著
／
新
潮
社

　
　
「
打
た
れ
強
さ
」は
鍛
え
ら
れ
る
！
バ
ッ

シ
ン
グ
を
受
け
て
も
、へ
こ
た
れ
ず
我
が

道
を
行
く「
鋼
の
メ
ン
タ
ル
」は
、ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。著
者
初
の
人
生

論
に
し
て
、即
効
性
抜
群
の
実
践
的
メ
ン

タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
術
。

◦「
な
ぜ
？
の
図
鑑 

宇
宙
」

縣 

秀
彦 

監
修
／
学
研
プ
ラ
ス

　　
　
太
陽
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
？
天
の

川
の
正
体
は
何
？
人
工
衛
星
は
な
ぜ
お
ち

て
こ
な
い
の
？
宇
宙
の「
な
ぜ
？
」を
迫
力

の
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
す
る
図
鑑
。

◦�

ア
マ
ゾ
ン
と
物
流
大
戦
争

角
井 

亮
一 

著
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

◦
ブ
ラ
タ
モ
リ
３　
函
館 

川
越 

奈
良 

仙
台

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」制
作
班 

監
修
／

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦�

正
社
員
に
な
る
履
歴
書・
職
務
経
歴
書

の
書
き
方

就
活
フ
ォ
ー
ラ
ム
21 

著
／
誠
文
堂
新
光
社

◦�「
ス
ー
ツ
」着
こ
な
し
事
典

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ  

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ  
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

編
著

／
朝
日
新
聞
出
版

◦
蜜
蜂
と
遠
雷

恩
田 

陸 

著
／
幻
冬
舎

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎絵
えほん
本のよみきかせ

▷とき　1月
がつ
7日
にち
・21日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん
　　　　　じどうコーナー

◎おはなし会
かい

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
）

▷とき　1月
がつ
14日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「おむすびころりん」
●えほん　　�「�お化

ば
けの冬

ふゆ
ごもり」

◎えほんとわらべうたの時
じかん
間〈きらら〉

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
）

▷とき　1月
がつ
28日

にち
㈯
ど
 

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「子

こもり
守唄
うた
」

●えほん　　「おおきなかぶ」

1 月のおはなし会 催しのご案内

■ビブリオバトル　～書
しょひょう
評合
がっせん
戦ｉｎ大和高田～　第8回

▷�とき　1月28日㈯　午後3時30分～4時30分
▷�ところ　市立図書館　2階プレイルーム
▷�対象　中学生以上　発表者5名　観覧者20名
※定員になり次第、締め切ります
▷�テーマ　「おめでたい本」
※小説に限らず、どんな本でも可（当日、本を持ってきてください）。
▷�費用　無料
▷�申込方法　1月5日㈭から1月27日㈮までの期間、図書館カウンター、
電話で受付します。

■貸出「福袋」
　スタッフが選んだ本3冊が入った福袋の貸出を、行います。一般向け・
小学生向け・幼児向けに分けて、いろいろなテーマを決めて用意してい

ます。どんな本が入っているかは、借りてからのお楽しみです。
▷�とき　1月5日㈭～なくなるまで
▷�ところ　図書館一般展示コーナー
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市
立
病
院
の
展
望

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、市
立

病
院
の
将
来
構
想
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
当
院
の
将
来
構
想
】

運
営
目
標

・�

病
院
施
設
の
整
備

・�

中
和
医
療
圏
の
要
で
あ
り
続
け
る

経
営
目
標

・�

健
全
な
経
営
を
確
保
す
る

・�

常
勤
医
60
名
を
維
持
し
、ス
タ
ッ

フ
の
力
量
を
高
め
る

・�

医
療
機
器
を
整
備
し
最
新
の
医

療
を
提
供

診
療
目
標

・�

中
和
の「
救
急
医
療
」・「
が
ん
医

療
」・「
周
産
期
医
療
」な
ど
の
要

と
な
る

・�

診
療
科
ご
と
の
専
門
医
療
を
推

進
す
る

教
育
目
標

・�

人
文
教
育
を
重
ん
じ
、誰
も
の
人

権
を
擁
護
す
る

・�

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
治
療

の
標
準
化

・�

病
院
を
挙
げ
後
進
を
育
て
る

　
当
院
は
、中
和
医
療
圏
の
真
の
中

核
病
院
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。現
在
、日
本
で

は
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
行
し
、２
０
２
５
年
に
は
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
と
な
り
、65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
約
３
、５
０
０
万
人
、全
人
口
の

30
％
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
、地
域

医
療
構
想
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
の
医
療
体
制
で
は
、２
０
２
５

年
以
降
、さ
ら
に
進
行
す
る
超
高
齢

化
社
会
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。高
齢
者
は
、さ
ま

ざ
ま
な
合
併
症
を
持
っ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
人
に
は
、医

療
と
と
も
に
、介
護
が
必
要
で
す
。

病
院
と
介
護
施
設
が
緊
密
に
連
携

し
、持
続
的
な
医
療
と
介
護
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
院
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ

た
最
新
の
標
準
医
療
を
行
う
だ
け

で
な
く
、救
急
医
療
体
制
の
整
備

や
、在
宅
医
療
の
支
援
の
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。在
宅
医

療
機
関
と
の
連
携
や
、在
宅
医
の
協

力
の
も
と
、高
齢
の
入
院
患
者
を
在

宅
に
帰
す
こ
と
や
、在
宅
で
急
変
し

た
患
者
を
救
急
で
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、当
院
の
使
命
で
す
。さ
ら
に

中
和
医
療
圏
の『
病
診
連
携
』を
進

め
、地
域
の
診
療
所
か
ら
の
患
者
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

も
、当
院
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考

え
ま
す
。し
か
し
、当
院
が
単
独
で

対
処
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。現
在
、『
病
病
連
携
』を
強
化
し

て
、救
急
医
療
や
在
宅
医
療
の
支
援

強
化
に
つ
い
て
他
の
病
院
と
協
議
し

て
い
ま
す
。最
終
目
標
は
、本
市
で

発
生
し
た
救
急
症
例
を
、24
時
間

体
制
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。さ
ら

に
疾
患
に
よ
っ
て
は
、よ
り
高
次
の

医
療
機
関
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
の『
病
病
連
携
』を
、

よ
り
緊
密
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、病
院
完
結
型
か

ら
、『
病
診
連
携
』・『
病
病
連
携
』を

基
礎
と
す
る
、地
域
完
結
型
の
医
療

に
変
化
す
る
た
め
の
体
制
作
り
が

大
切
に
な
り
ま
す
。当
院
は
、中
和

医
療
圏
で
、『
地
域
連
携
』の
要
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
が『
地
域
連
携
』の
中
心
と

な
り
、真
に
中
和
医
療
圏
の
中
核
病

院
の
役
割
を
担
う
た
め
に
は
、内
科

医
不
足
な
ど
、多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、院
内
ス
タ
ッ
フ
と

協
力
し
、課
題
を
一つ
ひ
と
つ
克
服

し
て
い
く
こ
と
は
、決
し
て
不
可
能

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、私
た
ち
の
取
り
組

み
を
、温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　
２
０
１
７
年
１
月
１
日

  　
　
　
　
病
院
長
　
岡
村
隆
仁

 〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
、例
年
よ
り
早
く

は
じ
ま
り
ま
し
た
。年
末
年
始
に

は
、混
雑
し
た
と
こ
ろ
へ
の
お
出

か
け
が
多
く
な
る
こ
と
や
、国
内

で
の
人
の
移
動
で
、ウ
イ
ル
ス
が

全
国
へ
運
ば
れ
る
た
め
、流
行
の

さ
ら
な
る
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま

す
。体
調
を
整
え
て
抵
抗
力
を
つ

け
、ウ
イ
ル
ス
に
接
触
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

低て
い
お
ん
て
い
し
つ

温
低
湿
を
好
み
、乾
燥
し
て
い

る
と
、ウ
イ
ル
ス
が
長
時
間
空
気

中
を
漂
い
ま
す
。加
湿
器
な
ど
を

使
っ
て
、室
内
を
適
切
な
湿
度（
50

～
60
％
）に
保
ち
ま
し
ょ
う
。外
出

時
は
人
混
み
を
さ
け
、手
洗
い
、

う
が
い
を
し
っ
か
り
と
。マ
ス
ク
は

咳せ
き

や
く
し
ゃ
み
で
ウ
イ
ル
ス
を
ま

き
ち
ら
す
こ
と
を
防
止
す
る
と
同

時
に
、の
ど
元
の
湿
度
を
保
ち
、ウ

イ
ル
ス
が
粘ね

ん
ま
く膜
に
と
ど
ま
り
に
く

く
し
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
す
る
免
疫
力

を
あ
げ
る
た
め
に
は
、睡す

い
み
ん眠
を
よ

く
と
り
、朝
食
を
し
っ
か
り
と
る

こ
と
で
す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
や
発は
っ
こ
う酵

食し
ょ
く
ひ
ん
品
、緑
黄
色
野
菜
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。ス
ト
レ
ッ
チ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、体
操
な
ど
軽

め
の
運
動
も
お
す
す
め
で
す
。家

族
や
友
人
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
、落
語
や
テ
レ
ビ
を
見
て

笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、免
疫
力
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
で
楽
し
く
す
ご
せ
る
１
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽�

と
き　
１
月
26
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽�

テ
ー
マ　
「
呼
吸
器
の
病
気
」

▽�

講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　

 （
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕

健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江
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人
権
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

や
願
い
を
込
め
た
句
を
、お
届
け

し
ま
す
。

　
優
し
さ
の　
光
ふ
り
な
ん

　
す
べ
て
の
人
へ
と

　

優
の
字
は
、に
ん
べ
ん
に
憂（
う

れ
い
）と
書
き
ま
す
。人
が
悲
し
み

に
寄
り
添
う
こ
と
、そ
れ
が
人
権
の

土
台
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
守
り
抜
く

　
い
の
ち・人
権・つ
な
が
り
ぞ

　
町
づ
く
り
の　
基
本
に
す
え
つ
つ

　
届
け
届
け
と　
人
の
声

　
い
た
み・悲
し
み

　
そ
の
先
に
あ
る
展
望

　

人
の
い
た
み
や
悲
し
み
を
、自

ら
の
こ
と
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

の
は
、な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、そ
う
し
た

痛
み
や
悲
し
み
の
共
有
か
ら
、確

か
な
明
日
が
ひ
ら
け
る
と
信
じ

ま
す
。

　
た
く
ま
し
き　
人
生
経
験

　
束
ね
つ
つ

　
次
世
代
に
継
ぐ　
理
性・良
心

　

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
に
、経
験

豊
富
な
人
の
参
加
が
増
え
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
人
び
と
の
た
ゆ
ま

ぬ
歩
み
、そ
し
て
人
権
問
題
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
理
性
と
良
心

の
継
承
を
、誓
い
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
か
す
か
な
る　
自
然
の
さ
さ
や
き

　
時
と
め
て

　
豊
か
き
し
ら
べ

　
身
に
ぞ
染
め
な
ん

　
人
権
感
覚
の
基
礎
と
な
る
も
の

に
、自
然
を
科
学
的
に
見
つ
め
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自
分

を
大
切
に
し
、人
を
大
切
に
す
る

た
め
に
も
、自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

と
ゆ
と
り
が
、欠
か
せ
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
大
好
き
な　
ふ
る
さ
と
ほ
こ
り

　
大
和
路
を

　
み
く
ち
ゃ
ん
走は

し
る　
笑
顔
満
載

　
幸
せ
の
礎
求
め　
水
平
社

　
人
の
世
に
熱
と
光
を

　
句
の
冒
頭
の
文
字
が
、「
や
ま
と

た
か
だ
し
」と
な
っ
て
い
ま
す
。句

に
の
せ
て
、皆
さ
ん
と
の
共
感
の

輪
が
広
が
る
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

初
春
、
人
権
句
会
開
き

166

　
今こ

ん
か
い回

は
離り

こ
ん婚

し
、自じ

り
つ立

す
る
た
め

に
働は

た
らき

た
い
と
い
う
、40
代だ

い
の
Ｍ
さ

ん
の
お
話は

な
しで

す
。Ｍ
さ
ん
は
20
年ね

ん

連つ

れ
添そ

っ
た
旦だ

ん
な那

さ
ん
と
離り

こ
ん婚

す
る
こ

と
に
な
り
、今い

ま
ま
で
生せ

い
か
つ活

し
て
い
た

家い
え

か
ら
娘む

す
めと

共と
も

に
出で

て
行い

っ
て
欲ほ

し

い
と
、旦だ

ん
な那

さ
ん
か
ら
言い

わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。Ｍ
さ
ん
は
手て

も
と元

に

貯ち
ょ
き
ん金

も
あ
ま
り
な
く
、何な

に
よ
り
働は

た
らい

て
い
な
か
っ
た
た
め
、仕し

ご
と事

が
見み

つ

か
る
ま
で
は
家い

え
に
い
て
い
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
、Ｍ
さ
ん
は
通つ

う
い
ん院

し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、仕し

ご
と事

の
ブ
ラ
ン

ク
が
長な

が
く
、働は

た
らく

こ
と
へ
の
不ふ

あ
ん安

を

感か
ん

じ
て
い
ま
し
た
。幸さ

い
わい

娘む
す
めさ

ん
が

今こ
と
し年

か
ら
働は

た
らき

始は
じ

め
た
こ
と
も
あ

り
、Ｍ
さ
ん
が
働は

た
ら

く
事こ

と
で
二ふ

た
り人

の

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
で
き
ち
ん
と
生せ

い
か
つ活

出で
き来

る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
当と

う
し
ょ初

は
、不ふ

あ
ん安

の
た
め
か
弱よ

わ
よ
わ々

し

い
感か

ん
じ
も
し
ま
し
た
が
、相そ

う
だ
ん談

が
進す

す

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
生せ
い
か
つ活

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ
り
つ立

支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

む
に
つ
れ
、今こ

ん
ご後

の
生せ

い
か
つ活

を
ど
う
し

て
い
き
た
い
か
聞き

い
た
と
こ
ろ｢

就
し
ゅ
う

職し
ょ
くし

て
自じ

り
つ立

し
、娘む

す
めと

力ち
か
らを

合あ

わ
せ

て
生せ

い
か
つ活

し
た
い｣

と
は
っ
き
り
話は

な
しを

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
就

し
ゅ
う
ろ
う労

支し
え
ん援

と
し
て
繋つ

な
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、Ｍ
さ
ん
は
自じ

り
つ立

す
る
ん
だ

と
い
う
強つ

よ
い
意い

よ
く欲

を
持も

っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、就し

ゅ
う
ろ
う労ま

で
と
ん
と
ん
拍

び
ょ
う

子し

で
進す

す
ん
で
い
き
、現げ

ん
ざ
い在

は
娘む

す
めさ

ん

と
共と

も
に
懸け

ん
め
い命

に
働は

た
らい

て
い
ま
す
。

　
Ｍ
さ
ん
、今い

ま
の
心こ

こ
ろを

大た
い
せ
つ切

に
、娘

む
す
め

さ
ん
と
新あ

た
らし

い
生せ

い
か
つ活

を
楽た

の
し
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。

　　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

、家か
ぞ
く族

の
こ
と
、地ち

い
き域

で
気き

に
な
る
人ひ

と
や
子こ

ど
も
の
こ
と
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は一い

ち
ど度

お
話

は
な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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　お手元には、どんな酉の絵が届きました
か。昨年ブームとなった伊東若冲が墨で描く
鶏は、一筆一筆に迷いが無く、今にも鳴きな
がら飛び出してきそうです。最近、身近な場

所で鶏を見る機会はほとんどありません。子どもたち
は、鳴き声を知っているのかな。

　お正月のお餅といえば、しょう油やきな粉で食べることが多いで
すが、チーズやチョコなど、色々な味付けがあるようです。家庭で
オリジナルの味を探してみるのも、面白いかもしれませんね。

　最近、ソウシハギという海水魚が話題になりました。この魚は
内臓に毒があり、無毒のウマヅラハギに形が似ているので、釣っ
た魚の内臓を食べるときはよく調べないと怖いですね。

　衛生面から、餅つき大会が中止になったというニュースを見て
驚きました。賛否両論ですが、今後、いろいろなイベントが規
制をかけられるような気がしました。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

クリーンセンター

企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685

美化推進課 TEL.53-5383

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

◆消費生活相談（要予約）   毎週月～金曜日　午前10時〜正午、午後1時〜 4時

　　　　　　　　　　　　　消費生活センター（☎ 22-1101）

◆�人権相談・行政相談　�毎月第4火曜日　午後1時〜4時

　※ 6月・12月のみ第1火曜日　　於：総合福祉会館　広報広聴係（☎ 22-1101）

◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課（☎ 22-1101）

◆母子父子相談　月･水･金曜日 午前8時30分〜午後5時15分 児童福祉係（☎22-1101）

◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会（☎ 23-5426）

◆法律相談（要予約）・毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　

　　　　　　　　  　社会福祉協議会（☎ 23-5426）

　　　　　　　　  ・毎月第1・3・4・5木曜日　午後1時〜4時　

　　　　　　　　  　奈良弁護士会（☎ 0742-22-2035）

　　　　　　　　  　※相談日の2週間前から前日までに予約

◆司法書士の法律相談（要予約）　�毎週月曜日　午後1時〜4時 

社会福祉協議会（☎ 23-5426）

◆生活相談　毎月水曜日（第 １ 水曜日を除く）　午後1時〜4時　

　　　※事前に問い合わせてください。社会福祉協議会（☎ 23-5426）

◆健康相談・栄養相談（要予約）　�毎月1回、所定の日　

　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター（☎ 23-6661）

◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午、午後1時

　　〜４ 時30分（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター（☎ 23-6661）

◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時〜午後5時  青少年センター（☎ 23-1322）

◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室（☎ 23-1195）

◆女性相談（要予約）　�第1火曜日・第3金曜日　午前9時15分～午後0時5分 

�第2土曜日　午後1時～3時50分　人権施策課（☎22-1101）

◆住まいづくり相談　第3水曜日　午後1時〜4時10分

　　　　　 （第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）　営繕住宅課（☎ 22-1101）

◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時〜 4時

　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部（☎22-5288）
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